












ゼ（Pyrrolidone carboxyl peptidase、以後 PCPと略す）の立体構造の揺らぎを、重水素交
換(H/D 交換)反応と NMR 分光法を用いて調べたところ、タンパク質の C 末端側半分に
あたる領域の4へリックスの一部と6へリックス全体がアンフォールディング速度よ
り明らかに遅い速度で H/D 交換することが分かった。その原因として薮本は、H/D 交





換反応を直接測定し、4 領域では約 10、6 領域では約 30 のプロテクション因子が残
っていることを証明した。すなわち天然状態にある PCP の立体構造は N 状態と変性状
態の間を揺らいでいるが、その変性状態では、C端側半分の残基が不安定なヘリックス
を中心にして凝集状態になっている。著者はこの凝集状態を「ほどく」ために、urea濃
度を 9M まで増加させて NMR スペクトルのピーク帰属を行って、C 端側の凝集状態が
ほどけていく様子を研究した。しかし、9M ureaにしてもこの凝集状態は十分ほどけな
かった。そこで、変性剤をジメチルスルフォキシド(DMSO)に変えて NMR のピーク帰
属を行ったところ、C4と C6へリックス領域の交差ピークがはっきりと観測でき、この
溶媒中では PCPが全鎖にわたってほぼランダムコイルになることを明らかにした。 
 
